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論 文 内 容 要 旨 
 
Influence of motor imagery of isometric flexor 
hallucis brevis activity on the excitability of spinal 
neural function 
（短母趾屈筋等尺性収縮の運動イメージが         
      脊髄前角細胞の興奮性に与える影響） 






































【対象】本研究に同意を得られた健常者 30 名（男性 20 名、女性 10 名）、平均年齢 22.5±2.1 歳
とした。 
【方法】被験者は乱数表を用い、介入群と非介入群に群分けをした。ベッド上で背臥位をとり、
左後脛骨神経に電気刺激を加え、左短母趾屈筋より F 波を導出した（安静試行）。その後、5 秒
間最大努力で左短母趾屈筋を等尺性収縮させた後、10 秒間安静をとる計 15 秒を 4 セット行い、
その様子を被験者自身のスマートフォンで撮影した。5 分休息の後、その動画を被験者に見せな
がら、左母趾最大努力屈曲をイメージした状態での F 波を測定した（運動イメージ試行）。運動
イメージ試行直後、5 分後、10 分後、15 分後の F 波を安静状態で測定した。F 波の測定項目は、
振幅 F/M 比とした。測定には Viking quest (Nicolet)を用い左後脛骨神経に電気刺激を加えた。
介入群は、1 か月間 1 日 1 回 F 波測定時に使用した動画観察をさせた。 非介入群は、1 か月間
動画観察をせずに 1 か月後に 2 回目の測定を行った。 統計学的解析は、介入前後の群内比較と
して各群の運動イメージ試行、運動イメージ直後、5 分後、10 分後、15 分後、各々の条件にお
ける振幅 F/M 比について安静試行と比較をするため Dunnett 検定を行った。介入前後の、運動
イメージ試行、運動イメージ直後、5 分後、 10 分後、15 分後、の群間比較に二元配置分散分
析 Tukey test を行った。 
【結果】介入・非介入群ともに 1 回目の測定の振幅 F/M 比は、安静試行と比較してイメージ試















興奮性を促進し得る運動課題を検討する必要があると推測する。    
